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研究題目:(和)1持久運動能力の測定装置開発とその食品栄養学的制御
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研究業績要旨 (1,000字以内 )

:運動前、中、後の食事の内容、量、タイミングが、運動のパフォーマンスと、運動後の
回復、すなわち次回の運動時のパフォーマンスに大きな影響を及ぼすことが知られてい

る。従来から、実験動物に運動を負荷する方法として、体育学等の分野では、 トレッ ド
ミル走行装置や、重 り負荷下で遊泳させる装置が広 く用いられてきた。 しかし、これ ら
の装置は、飼育実験という手法で投与した食品成分が運動パフォーマンスに与える影響を

調べる際には、いくつかの欠点を有 している。石原は、新たに開発 した運動負荷装置を

用いて、種々の食品成分が持久力ならびに運動パフォーマンスに与える作用を解析 して

きた。新規開発 したマウス用流水プールでは、表面流速の増加に伴なって、下肢の運動

量と血中乳酸濃度ならびに筋肉グリコーゲン消費量が増加 し、運動継続時間が短縮 され
たことから、均一な表面流が定量的な運動負荷を与えることを明らかにした。本装置を

利用 して、カプサイシンおよびその辛味を持たない類縁誘導体、生薬配合製剤であるナ
ンパオが、脂質代謝の充進を介 して、マウスの運動継続時間を延長することを示 した。
さらに、質量分析装置を内蔵 したマ ウス用の呼気ガス分析装置を整備 して、ヒ ドロキシ

クエン酸が運動中の脂質酸化量および運動継続時間を増加することを示 した。また、新

規環状デンプンであるクラスターデキス トリンは、摂取後に急激な血糖値上昇が起こら

ないことから、運動中の糖質補給源 として好適であること、ならびにマ ウスの運動継続

時間を延長することを明らかにした。クラスターデキス トリンは、現在広 く多くのスポ

ーツ選手に利用 されている。近年には、表面流形成部を新たに設計 し、段階的に運動負

荷を増加できる流水遊泳装置を開発 した。この改良によって、運動継続時間におけるマ

ウス個体差を低減 し、実験時間の短縮、再現性の向上に成功 し、装置の高感度化を実現
した。
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